
令和４年度　白老町社会福祉協議会事業報告書

拠点区分　：　在宅福祉事業 （単位：円）

サービス区分

通所介護事業

1 通所介護事業 41,775,000 40,289,960
入浴や食事、機能訓練等を提供し利用者の自立を支援し
いきいきとした生活の継続を図った。
1)通所介護（デイサービス）の提供
①介護対象者　52名　（52名）

　年間利用者数　　延べ4,360名　（4,413名）
②総合事業対象者　17名　（18名）

　年間利用者数　　延べ1,078名　（996名）

2 障がい者へのデイサービス事業 264,000 211,500
1）障がい者の方へ自費によるサービスを提供した。

登録人員　1名(1名) 延べ　47名(52名)

3 配食サービス受託事業 15,642,000 15,604,350
1)高齢者や障がい者へ毎日栄養バランスを考えた夕食を
　 配食し、自立した生活支援と安否確認をした。

360日　延べ11,227食 （360日　延べ9,154食）
年末年始配食（12月30日～1月3日）
27名　106食　（22名　90食）

4 利用者負担軽減事業 305,000 304,598
1)低所得者世帯の利用料の軽減を図った。

延べ　　174件　（177件） ※再掲

5 物価高騰対策支援補助金（新規）
1)道より物価高騰に対する支援補助金を受けた。 0 150,000

訪問介護事業

1 訪問介護事業 12,754,000 12,568,879

1)ホームヘルプサービスの提供
①介護対象者　70名　（73名）

年間訪問回数　延べ　　2,364回　（2,107回）
②総合事業対象者　28名　（29名）

年間訪問回数　延べ　　1,180回　（1,283回）
2)ホームヘルパーによる通院等乗降

年間訪問回数　延べ　474回　（513回）　※再掲

2 保険外サービス事業

1）通院等乗降時の運賃、介護料 2,162,000 1,750,530

※再掲

介護保険　年間訪問回数　延べ　474回　（513回）

居宅介護　年間訪問回数　延べ　  30回　（58回）

訪問介護事業を実施し、利用者の自立した生活を支援した。

決　算　額予　算　額
事　　業　　内　　容
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2）いきいきサービスによる支援

年間訪問回数　延べ　0回　（3回）

3 利用者負担軽減事業 120,000 111,751

1)低所得者世帯の利用料の軽減を図った。

延べ　166件　（148件） ※再掲

4 物価高騰対策支援補助金（新規）
1)道より物価高騰に対する支援補助金を受けた。 0 50,000

居宅介護事業

1 居宅介護事業 3,951,000 4,011,230
1)町内に居住する障がい者が自立した生活を送れるため
　サービスを提供し支援した。

介護対象者　12名　（11名）
年間訪問回数　延べ　　944回　（794回）

福祉移送サービス事業

1 福祉移送サービス事業 898,000 729,780

1)自分で公共交通機関を利用して通院等が出来ない要

　介護者等に福祉有償運送を実施した。

述べ回数　227回　（193回）

2 白老町運送事業者等支援補助金（新規）
1)白老町よりガソリン代等物価高騰に対する支援補助金 450,000 500,000
　を受けた。

居宅介護支援事業

1 居宅介護支援事業 16,188,000 16,219,370
1)要介護者が適切なサービスを利用できるようにケアプラン
　を作成した。

登録人数　99名　（92名） 延べ　1,114件（1,001件）

2 物価高騰対策支援補助金（新規）
1)道より物価高騰に対する支援補助金を受けた。 50,000 50,000


